




 

 昭和 50 年度及び 51 年度に国立徳島療養所に入院中の PMD 患者について栄養

調査と同時に基礎代謝量(BMR)の実測を行い、多くの患者で(とくに年令の進む

につれ)BMR の亢進していることを見い出した。そこでその原因を究明するため、

血中甲状腺ホルモンの動態を調べた。 

 国立徳島療養所の患者 18 名(年長者群、平均年令 23 才 6 名;若年令群、平均

年令 113 才、14 名)について BMR の測定を行ない、これと同時に血中 T4 及び T3

濃度をそれぞれテトラソルブ、トリオソルブキットを用いて測定した。なお BMR

はダグラスバック法によった。 


